
目　的

障害のある子どもたちの保育を考える際，専
門家との連携は必要不可欠なものである。これ
までも，巡回相談による支援（浜谷，2005）や，
特別支援学校のセンター的機能による保育所・
幼稚園への支援（安塚ら，2007）などが行われ
ている。また，梅崎ら（2006）は，大学と幼稚
園の連携による職場内研修を進めていることを
報告している。このように一言に連携といって
も様々な形式が存在する。このような中，本研
究においては，個別指導を通した大学と保育園
と保護者の連携について焦点を当てる。
通常，障害のある幼児への個別指導は，療育

施設や医療機関，大学の相談室などで行われて
いる（若子2008）。この場合，幼児は週に１回，
または２週間に１回など決められた日時に保護
者とともに療育施設や大学などを訪れ指導を受

けている。このような個別指導では，対象児の
発達に即した専門的な指導が実施されており，
幼児の発達を促す効果があることは周知の所で
ある。
このように保育所幼稚園と療育施設を併用で

利用する場合，集団生活の場である保育所幼稚
園と，個別指導場面とでは，幼児の姿が異なっ
ていることが考えられる。そこで，個別指導の
指導者（以下，指導者と記す）と保護者だけの
連携でなく，保育所幼稚園の保育者を含めた３
者での連携が必要である。
保育者と指導者の連携の方法としては，まず

１点目としては，保育者が個別指導の場を訪問
する，或いは，指導者が保育所幼稚園を訪問す
るなど，それぞれの場における幼児の姿やそれ
ぞれの指導への理解を深めるということが考え
られる。２点目として，保護者が仲立ちとなり，
それぞれの場での幼児の様子を保育者・指導者
に伝達するということが挙げられる。ところが，
これらの方法ではスムーズな連携が行われない
可能性がある。１点目のそれぞれの場を訪問す
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るというケースでは，自らの指導・保育場面で
は見られない幼児の姿を見ることが可能とな
り，それをそれぞれの指導・保育に活かすこと
ができるといった効果が考えられる。しかし，
保育者と指導者のそれぞれの指導時間帯や勤務
の関係から頻繁にお互いの施設を訪問すること
は困難な場合が多い。一方，保護者が仲立ちと
なり連携を行う場合では，前述のケースよりも
実施が容易であると思われがちであるが，それ
ぞれの場の様子を伝達する保護者への負担が大
きく，また保育者・指導者それぞれの意図が相
手に上手く伝わらないことも考えられ，どちら
のケースにおいても情報を共有することの困難
さが存在すると言える。
これまで，障害児の個別指導は療育機関や大

学などで実施することが「当たり前」だとされ
てきた。これは，障害児に対する指導は，障害
児への対応に関する知識や技術が蓄積された療
育機関や専門家に任せた方がよいという考えか
ら生起したものであろう。しかし，障害のある
幼児が，その生活の場である保育所・幼稚園で
しか見せない姿があることも考えられ，生活を
共にしている保育者だからこそ理解している幼
児の姿もあると思われる。幼児が長時間過ごし
ている保育所幼稚園での生活に目を向けた連携
を行うことは，幼児や保護者，保育者への支援
となるのではないか。保育者と保護者と指導者
の連携を考える際，これまでの療育の在り方か
ら視点を変え，対象児の在籍する保育所幼稚園
において個別指導を実施することへの検討も必
要だと思われる。
そこで，本研究においてはこれまでの療育機

関や大学内における指導形態を変化させ，大学
に所属する指導者が対象児の在籍する保育所幼
稚園に出向いて個別指導を実施し，保護者・保
育者・大学の３者の連携について，その効果に
ついて検討を行うことを目的とする。

方　法

１．対象児と参加者
対象児は指導開始時，３歳２か月のダウン症

女児Ａ児である。個別指導への参加は，個別指
導の指導者（大学院生２名・大学教員１名），
Ａ児の担任保育士１名，保護者が参加した。担
任保育士と保護者への参加は，指導者からの依
頼により実現した。担任保育士は，担任２名の
うちどちらかが交代で参加した。
２．指導について

個別指導は，Ａ児の在籍する保育園内の子育
て支援室にて，月に２回の頻度で実施した。１
回の指導時間は15時30分から16時30分の約1時
間行った。子育て支援の部屋は，園長や主任が
事務を行う事務室とつながったオープンスペー
スとなっており，保育士も出入りのすることの
多い場所である。
指導方法は，対象児が幼児であることから，

指導における特定の介入方法というものは定め
ず，Ａ児の興味関心を察知しながら，流動的な
指導を実施することとした。個別指導の概要を
表１に示す。
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３．研究方法
Ａ児が在籍する私立保育園において実施した

個別指導や観察などの記録を基に，保護者・保
育者・大学の３者の連携について分析を行う。
また，指導開始後１年半後に，担任保育士など
３名の保育者に対して半構造化インタビューを
実施し，保育園での個別活動における連携の効
果について検討を行う。

結　果

１．指導前後での相談
指導前後の時間で，担任保育者や母親と日々

のＡ児の様子と個別指導時にみられた様子の情
報交換を行った。
保護者からは，Ａ児の発達上気がかりなこと

や就学についての不安，しつけに関する事柄な
どの相談も話された。障害があることから生起
する悩みもあれば，一般的な子育て上の悩みも
あった。
指導者らは，指導前の時間にA児のクラスで

の様子を毎回10～15分ほど観察しており，担任
保育者とはその時に話すこともあった。集団に
おけるA児の姿の観察から，その興味関心を個
別指導の内容に活かしたり，個別指導時の内容
を保育実践に活かすなど，個別指導と保育実践
における往還があった。指導者は，保護者や保

表１　ある日の指導の流れ

１．はじまりのあいさつ

２．お名前呼び

３．サーキット（平均台の上を歩く・紐をまたぐ・
トンネルくぐりなど）

４．お買いものごっこ

５．絵本

６．おしまいのうた



育者からの話を聞くことで，個別指導時にみら
れたA児の行動についてより理解することが可
能となった。また，保護者や保育者にとっては，
個別指導における指導者ねらいを知る機会とな
ったと思われる。指導者と保育者，指導者と保
護者，保育者と保護者というそれぞれの関係で
話をすることもあれば，指導後に３者が顔を合
わせて話をすることもあった。５分足らずの時
間ではあるが，Ａ児が楽しく過ごした指導後は，
保育者も保護者も指導者もリラックスしＡ児の
ことを話し合うなど，気負わず自然な流れの中
で連携が行われた。以下，指導者の記録より連
携について書かれた箇所の一部を記載する。

保護者・指導者の連携についての記述

３月18日　お名前呼びの歌について。母親よ
り家庭でも口ずさんでいることが話された。
こちらはA児の様子から，少し飽きているの
かなと考えていたのだが，家庭では人形を並
べてA児が先生役になり楽しんでいるらし
い。引き続き行うことにしたい。歩く活動は，
途中で止めてしまうが，人形に関心を持って
いたので身体部位を知るという活動へと内容
を変化させた。母親にもそのことについて指
導後に説明を行うと，そういった柔軟な対応
がA児には必要だと感じると理解を示してい
ただいた。

保育者・指導者の連携についての記述

４月24日　担任のC先生と話す。新しいクラ
スや担任にも慣れた様子だということ。言葉
を使って自分のイメージの世界で遊んだりし
ている。「オイシイ、オイシイ。あー全部食
べちゃった」など言っているらしい。音楽に
合わせて体を動かすことを好むので，今日の
ような活動は楽しんでいると思う，クラスの
中でもできそうなのでまたやってみたいとい
うことであった。

保育者・保護者・指導者の連携についての記述

６月24日　母親，C先生と話す。クラスの中
でA児と一緒に過ごすことが当たり前になっ
てきているらしい。頑固な所も見られ始め，
普段はそうでもないが，自分が「これ」と思
うものはひかない所があるらしい。C先生は，
そういう部分をとても頼もしく思うとのこと
であった。家庭では，頑固な部分がとても多
いらしい。C先生からのお話を母親は笑って
聞いておられた。前回，今回ともに個別指導
場面においてもA児の頑固な部分がみられる
ようになった。自分が出せるほど慣れてきた
のかと思う。

２．保育実践の観察
指導開始前の10～15分程度の時間，指導者は

A児の在籍するクラスを毎回訪れ，集団でのＡ
児の様子の観察を行った。また，個別指導時以
外の時間帯にも，時には保育園を訪れ，様々な
場面でのA児の姿の観察を行った。クラス訪問
では，他児らと一緒に活動する様子を観察した
り，担任保育者から最近の様子を聞き，個別指
導時にはみられないA児の姿を知る機会となっ
た。集団での様子を知ることによって，個別指
導に活かすことが可能になった。それは，Ａ児
にとっても日常生活と個別指導とのつながりの
あるスムーズな指導になったと考えられる。

３．連絡帳
連携をスムーズに行うツールとして連絡帳を

作成した。連絡帳は，保護者が指導に同席する
ために，その日の指導内容や出来事の伝達とい
うよりは，Ａ児の成長記録としての意味合いを
持たせることにした。左側ページにその日のね
らいなどを記述した指導案を記載し，右側に指
導者，保護者，保育者が記述できるようなコメ
ント欄を設けた（写真１）。そして，連絡帳は，
指導者から直接保護者に手渡すのではなく，一
度，保育者を仲介して保護者に手渡してもらう
ようにした。これは，指導後すぐ保護者に手渡
すと，保育者は殆ど目を通す時間が取れないこ
とが考えられたからである。また，指導時間に
参加できない担任保育者にも当日の指導内容を
確認してもらう意味もあった。この結果，連絡
帳においても保護者・保育者・指導者の３者の
やりとりが頻繁に行われるようになった。
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４．担任保育者へのインタビューより
本研究においては，３歳児クラスの担任保育

者Ａ，Ｂ，主任保育者Ｃの計３名に半構造化イ
ンタビューを行った。実施日は200X＋２年１
月下旬である。場所は保育園内の職員室で行っ
た。
インタビューより，保護者・保育者・大学の

連携について話された事柄を抽出する。

仕事を持っている母親が、仕事を抜けて他機
関へ療育に連れて行くのは時間的にも難し
く、大変だろうと思う。お迎えの時に、子育
て支援室に寄って　個別指導に同席するとい
うのは無理なく行えて，続けられたのではな
いかと思う。（保育者Ｃ）
個別指導で何をしているのかが見えるから，
A児の個別指導の時の様子が分かり，お母さ
んを介して様子を聞くよりも，詳しく分かる
のがいい。あと，もう一つの効果として，オ
ープンにすることによって、担任以外の人も
子どもの様子に関心が持てていると思う。
（保育者Ａ）
何かＡ児のためにやりたいなぁと思っていて
も，何をやったらいいのかという不安があっ
たけど，個別指導の様子を見て，「これなら
できる」とか「こういう風にしたらいいんだ」
ということを自分自身が理解できた。療育に
行くっていうと，どんなことをしているのか
よく分からず，自分たちにはできないような
気がしてたけど，実際に同席することで「今
までに保育の中でやっていることだな」と思
い身近に感じることができた。個別指導の内
容を、保育の中にも活かすことができている
（保育者Ｂ）。
療育センターだと，行きたくても勤務形態の

都合で毎回見学にというわけにはいかない。
そのために，センターと保育園，保護者の連
携が上手く取れないこともある。時には，園
とセンターの言うことが異なり保護者を混乱
させてしまうこともあった。この方法だと，
「どうなんだろう？」と心配に感じたことな
ど，すぐに顔を突き合わせて話すことができ，
３者の連携が取りやすい。指導者とも保護者
とも気軽に頻繁に話ができることで、信頼関
係が築けたと思う（保育者Ｃ）。

考　察

記録の分析や保育者へのインタビューによ
り，保育園内において個別指導の実施に関して，
保護者・保育者・大学専門機関の連携には以下
のような事柄が必要であることが示唆された。
（1）それぞれが指導内容・保育内容を知ること
保育者へのインタビューから，これまで保育

者は，療育施設における個別指導に関して，何
をしているのか不明に感じていたということで
あった。毎回の指導を見ることで，個別指導と
自らの保育を結び付けることが可能となったと
思われる。知る機会の少ないことから，これま
で特別なものとして捉えていた療育を身近なも
のと感じ，自らが行っている保育活動と変わり
ないものと感じたと話されたことからも，指導
者と保育者がお互いの指導内容や保育内容につ
いて共通理解することが必要であると言える。
そのためには，それぞれの指導案の開示や，指
導の目標，保育上配慮事項などの説明を，相手
に伝えなければならない。その際，専門用語や
保育・療育だけで通用する言語の使用は控え，
誰もが理解できる言葉で伝えることが必要であ
ると思われる。
またオープンな場所における指導は，担任保

育者以外の人も対象児の指導に関心を寄せるこ
ととなり，理解が得られたことが明らかになっ
た。これは，障害のある幼児のことを保育園全
体で保育をするという意識を持つことにつなが
ると言える。

（2）３者が気軽に相談できる存在であること
保育者Ｃの発言にもあるように，保護者・保

育者・指導者が日常的に会うことで，特別な日
に顔を合わす連携ではなく，３者それぞれが，
気軽に相談できる相手となり，情報を共有でき
る存在となった。これまでの指導形態では，保
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写真１　ある日の連絡帳



育者が個別指導の場に居合わせることが少ない
ために，日常の集団生活場面での幼児の様子が，
指導者ばかりか保護者にも十分伝わらなかった
ことが考えられる。３者が同席することで，保
護者が抱える不安について，指導者が話す内容
に併せて，保育者が集団場面での様子を伝える
ことで，保護者がより納得し安心できるような
場面があるだろう。指導者にとっては，このよ
うな連携の中から，対象児の様子をより理解す
ることができ，自らの指導に活かすことができ
ると考えられる。
それぞれの情報を提供し，共有することが可

能になるためには，気軽に悩みや不安を相談で
きる関係が必要である。このような関係の構築
は，障害のある幼児を育てる母親や，保育を行
う保育者，そして指導者にとっても重要である
と言える。

（3）日常の生活場面の重要性を意識すること
本研究においては，日常の保育場面の観察を

積極的に実施した。これは，個別指導の場面だ
けを抽出してA児の成長を捉えることはできな
いと考えたからである。保育場面の観察を行う
中で，２週間に１度，１時間の指導時間だけで
は知りえない他児との関係や集団の中でのA児
の姿を理解することが可能となった。連携を考
える際，日常場面の観察，個別指導時の様子，
家庭での姿など，様々な場面における対象児の
姿を複合的に捉え，「保育者・保護者＝教わる
人，指導者＝教える人」という図式でなく，そ
れぞれが対象児について教え教わるという双方
向的な関係が構築されるべきである。またその
中で保育者や指導者は，それぞれの専門性を活
かし，保護者の不安や悩みを共に考えたり，ア
イデアを提供したりする役割を担うことが求め
られる。一方向的に関わりではなく，このよう
な双方向的な方法で連携を行うことが重要にな
ると思われる。

（4）指導記録の蓄積と共有
個別指導を行う際，指導者は指導案や記録物

を作成している。これらの記録物は自らが蓄積
していくだけでなく，保護者や保育者に提示し
ていく必要がある。また，保護者や保育者に対
して，どのような指導目標を持って指導を行っ
ているかなどの説明を丁寧に行うことも指導者
の重要な役割である。だが，指導の度に指導案
や記録を一枚ずつ保護者に手渡していくと紛失

するおそれもあり，記録が蓄積しずらいことが
考えられる。そこで，本研究では，連絡帳を使
用した。ノートに指導案と記録が蓄積されてい
くことで，指導内容を説明する際にも，以前の
活動時の様子と比較しながら話をしたりするこ
とが可能となった。また，保護者や保育者にも
コメントを記入してもらうことで，日常の様子
も蓄積・共有していくことができた。このよう
な記録物を，指導者だけが蓄積していくのでは
なく，保護者や保育者とともに共有することで，
連携のためのより効果的な記録物になることが
考えられる。

まとめ

保育園において個別指導を行う際，保護者・
保育者・指導者の３者で連携をする効果につい
て検討を行った。その結果，３者で会う機会の
多さや，日常場面を介した双方向的なやりとり
が行いやすいことから，保育所幼稚園外で指導
を行うよりも連携がスムーズに行えることが示
唆された。加えて，連携を行うためには，３者
がそれぞれの立場でお互いの指導内容や保育内
容を知ること，気軽に相談できる存在となるこ
と，日常の生活場面の重要性を意識すること，
記録物の蓄積と共有することの重要性が考えら
れた。
療育施設のように設備が揃った環境下の指導

が効果的であることはもちろんである。しかし，
本研究での実施により，通常の保育室での個別
指導も十分可能であり，むしろ保育園で実施す
ることでこそ行える連携があることが示唆され
た。園によっては，このような場所の確保が難
しいことも考えられる。それについては，実施
日時などの検討や工夫を行うことで実施可能に
なることもあるだろう。
保護者，保育者，指導者，それぞれにとって，
よりよい連携が検討されることは，幼児の大き
な支援となると言える。よい連携が行われるた
めには，「障害児のことは専門家に任せておく」
という考えではなく，「保護者にしか」また
「保育者にしか」分からない事象があることを
意識化し，それぞれが対等な立場で子どものこ
とを考えたり話し合える場にすることが必要で
ある。
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